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MICRON INDEX EMI on USD                               MICRON INDEX 2020-2025

  USD

MAIN BUYERS/BALES

TECH- 7,163 EWE- 4,977 PJM- 3,489

UNT- 3,377 TYN- 3,033 SQA- 2,999

AME- 2,348 PLC- 2,024 FOX- 1,731

MLW- 1,168 GSA- 520 MOD- 440

NEXT SALES

WEEK 33 (10-11/FEB)

SYDNEY 8,704 BALES
MELBOURNE 22,702 BALES (Tasmania Sale)
FREMANTLE 6,691 BALES
TOTAL 38,097 BALES TO BE OFFERED

<Motohiro Sydney Office>
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CARDINGS

Motohiro Weekly Market Report
6-Feb-26

The Australian wool market found solid support this week, recovering from last week’s losses. Prices rose across both selling days at all three selling

centres, with most micron categories recording gains.

This week saw a reduced offering of 38,736 bales pass through the sale rooms, down 4,846 bales on the previous week. The clearance rate lifted

to 96.7%.

The steady improvement seen this week is a positive sign for the market, helping to consolidate conditions following themarket movements to start

the calendar year.

January AWTA Key Test Data shows the progressive weight tested for July 2025 to January 2026 compared with the same period last season

shows 10.07% less wool tested so far this season.

Next week sees 37,971 bales offered across all three centreson the Tuesday –Wednesday selling roster.

今週の羊毛市場は総じて堅調展開。先週の為替市場における豪ドル高騰に伴う豪ドル建てのセール価格の落ち込みを取り戻す値動きを見せた。もっとも上昇幅は

限定的で、買い手サイドによる高値警戒感も徐々に強まっている模様。但し主要外貨ベースの羊毛価格は結果的に年初来の高値を更に更新する結果となった。

今週はメルボルンで今シーズン最後のNZメリノカンパニーによるNZウールセールが開催された。出市羊毛の9割以上がRWS認証ロットで、RWSロットがある程

度まとまった物量で手当てできる最後のセールという事もあり、中国やヨーロッパ方面からの買い意欲は強く競合も活発化した。

また来週はタスマニアのスーパーファインセールが開催予定で、その後1週間の休会を挟んで2月最終週はシドニーで再びスーパーファインセールが開催される。

最近は以前ほど極端な出市番手の偏りは見られなくなったが、ヨーロッパ市場向けの高品質な細番手羊毛の出市シーズンはこの2月で打ち止めというのが市場関

係者の共通認識でもあり、2月の羊毛セールは総じて細番手偏重傾向が強まる傾向が高い。毎年3月以降の羊毛相場が多少緩むパターンが多いのも、こうした品質

プレミアムの高い細番手羊毛の出市が大きく減る事も要因の1つと言えるだろう。

来週の羊毛セールは出市量が3万俵台半ばまで落ち込む見通し。AWTAの月例レポートにある様に、今シーズンの原毛テスト数量は昨対10％超減となっており、

今後の羊毛相場の動向に関わらず目先大きく回復する可能性は羊毛の生産サイクル上からみてもまず考え難い。一方で今シーズンこれまでの羊毛出市及び落札数

量は昨対２％超のレベルに留まっており、これは今シーズンがスタートして以降の相場上昇も影響していると思われるが、AWTAや産毛量予測といった統計デー

タにおける減産予測（10％超減）とはやや乖離しているのが現状。このギャップがこれからシーズン終盤にかけてのセール出市量に影響してくる可能性もありそ

う。羊毛セールは再来週に中国の旧正月休みに合わせて1週休会となる。イレギュラーな休会は中国市場に配慮した部分もあるだろうが、トータルの羊毛生産量

の減少を反映した動きとも捉える事ができるだろう。

来週の羊毛セールは約3.8万俵の出市量となる予定。この週末にかけて為替市場では金銀相場の急落に合わせて豪ドルもやや値を崩しており、中国方面の原料商

売を後押しする可能性。休会に伴う物流面のタイムラグの問題もあるので、いずれにせよ来週の羊毛相場も堅調を持続する公算が高い。
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